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一 般 質 問一 般 質 問

しぶかわ市議会だより 令和７年５月１日号

教
育
・
保
育
・
子
育
て
支
援

質
問

小
規
模
特
認
校
制
度
を
利
用
し

て
の
入
学
希
望
者
数
は
。

教
育
部
長

小
規
模
特
認
校
制
度
を
活

用
し
て
の
令
和
７
年
度
入
学
希
望
者
数

は
、
伊
香
保
小
学
校
、
小
野
上
小
学
校

と
も
に
１
名
ず
つ
で
す
。

質
問

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
が
な
い

こ
と
を
理
由
に
、
伊
香
保
・
小
野
上
地

区
か
ら
転
居
し
た
世
帯
数
は
。

教
育
部
長

令
和
７
年
度
入
学
予
定
者

の
う
ち
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
が
な

い
こ
と
を
理
由
に
、
指
定
校
変
更
を
し

た
の
は
３
世
帯
３
名
で
す
。

質
問

令
和
８
年
度
か
ら「
幼
稚
園
型

認
定
こ
ど
も
園
」に
移
行
す
る
渋
川
幼

稚
園
の
改
修
工
事
内
容
は
。

育
都
推
進
部
長

認
定
こ
ど
も
園
と
し

て
、
新
た
に
３
歳
未
満
児
を
受
け
入
れ

る
こ
と
か
ら
、
調
理
室
と
低
年
齢
児
用

の
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
す
。

質
問

今
後
、
す
べ
て
の
幼
稚
園
を「

認
定
こ
ど
も
園
」に
移
行
す
る
の
か
。

育
都
推
進
部
長

ほ
か
の
公
立
幼
稚
園

の
在
り
方
は
、
児
童
数
の
推
移
や
、
民

間
の
教
育
・
保
育
施
設
の
状
況
を
踏
ま

え
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

行
政
の
思
い
や
り

質
問

自
治
会
に
未
加
入
の
市
民
に
は
、

「
広
報
し
ぶ
か
わ
」を
ど
う
届
け
る
の
か
。

市
民
環
境
部
長

自
治
会
に
未
加
入
の

方
へ
も
、
居
住
地
域
の
自
治
会
長
へ
連

絡
を
す
る
こ
と
で「
広
報
し
ぶ
か
わ
」の

配
布
は
可
能
で
す
。

質
問
「
広
報
し
ぶ
か
わ
」を
コ
ン
ビ
ニ

で
配
布
す
る
検
討
は
。

市
民
環
境
部
長

コ
ン
ビ
ニ
で「
広
報

し
ぶ
か
わ
」を
配
布
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
具
体
的
な
取
り
組
み
の

検
討
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

令和８年度から完全給食の
幼稚園型認定こども園となる渋川幼稚園

田邊　寛治　議員	 Ｐ 11 加藤　幸子　議員	 Ｐ 12

須田　　勝　議員	 Ｐ 10 後藤　弘一　議員	 Ｐ 11

埴田　裕之　議員	 Ｐ 14茂木　弘伸　議員	 Ｐ 13

角田　喜和　議員	 Ｐ 14

髙澤　　幹　議員	 Ｐ９ 福島　丘泰　議員	 Ｐ 10

一 般 質 問 ～ 11人の議員が
市政を問う～

※一般質問のタイトル及び質問内容は質問者の責任において作成しています。

　令和７年３月定例会

田村なつ江　議員	 Ｐ 12 中澤　功史　議員	 Ｐ 13

一般質問とは？
皆さんの生活にかかわる
問題について、議員が市
に対して質問を行います。

住
む
人
す
べ
て
の
し
あ
わ
せ
を

育
む
ま
ち
渋
川
市

一般質問の詳しい内容は、会議録検索システムまたは議会放映システムを
ご覧ください。各議員のタイトル下の二次元コードからご覧いただけます。

髙澤　幹
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将
来
世
代
を
応
援
す
る
渋
Ｐ
ａ
ｙ

質
問
「
渋
Ｐ
ａ
ｙ
」の
１
％
を
活
用
す

る
地
域
貢
献
協
力
金
の
活
用
実
績
は
。

教
育
部
長

学
校
図
書
の
購
入
や
、
子

ど
も
た
ち
の
意
見
を
参
考
に
し
、
各
学

校
の
教
育
活
動
に
必
要
な
校
用
備
品
等

を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

質
問

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

学
習
環
境
整
備
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

副
市
長

子
ど
も
た
ち
が
よ
り
健
や
か

に
成
長
す
る
た
め
に
は
、
学
校
で
の
学

ぶ
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
と
て
も

大
切
で
す
。
市
と
し
て
は
、
今
後
も
力

を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

渋
川
駅
前
広
場
の
に
ぎ
わ
い
創
出

質
問

渋
川
駅
前
広
場
の
利
活
用
と
し

て
、
事
業
者
と
の
年
間
契
約
を
前
提
と

し
た
プ※

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ン
ペ
を
実
施
し
、

駅
前
広
場
の
持
続
可
能
な
活
性
化
の
推

進
を
提
案
す
る
が
、
市
の
考
え
は
。

総
合
戦
略
部
長

市
の
実
証
実
験
結
果

や
他
市
の
事
例
の
ほ
か
、
議
員
の
提
案

も
含
め
幅
広
く
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

八
木
原
駅
周
辺
整
備

質
問

Ｊ
Ｒ
と
自
由
通
路
と
駅
舎
の
詳

細
設
計
協
定
を
締
結
し
、
令
和
６
年
度

に
設
計
が
完
了
し
た
。
今
後
の
予
定
は
。

建
設
交
通
部
長

４
月
中
に
Ｊ
Ｒ
と
施

行
協
定
を
締
結
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
自
由
通
路
は
令
和
７
年

度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
、
駅
舎
は
令

和
９
年
度
の
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

質
問

人
口
増
加
に
つ
な
が
る
八
木
原

駅
を
中
心
と
し
た
市
南
部
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
針
は
。

副
市
長

駅
周
辺
整
備
に
伴
う
街
区
道

路
整
備
や
県
道
吉
岡
バ
イ
パ
ス
の
延
伸

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
交
通
ア
ク
セ
ス
の

向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
を
市

全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

幼
稚
園
に
も
給
食
を

質
問

国
や
県
も
よ
う
や
く
学
校
給
食

無
償
化
を
進
め
る
。
渋
川
市
は
他
市
よ

り
も
い
ち
早
く
学
校
給
食
を
無
償
化
し

た
が
、
い
ま
だ
幼
稚
園
だ
け
が
取
り
残

さ
れ
て
い
る
。
幼
稚
園
に
も
小
中
学
校

並
み
の
給
食
を
無
償
提
供
で
き
な
い
か
。

教
育
部
長

幼
稚
園
給
食
は
任
意
で
あ

る
た
め
市
内
公
立
幼
稚
園
で
は
、
週
に

数
日
お
弁
当
を
業
者
か
ら
購
入
し
、
ほ

か
の
日
は
家
庭
か
ら
お
弁
当
を
持
参
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
小
中
学
校
の
給
食

費
は
無
償
で
、
保
護
者
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
。
幼
稚
園
へ
の
給
食
提
供
は
、
国

な
ど
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

ゆ
と
り
教
育
の
現
状

質
問

12
年
前
の
平
成
25
年
６
月
議
会

で
、
学
力
低
下
と
ゆ
と
り
教
育
を
質
問

し
た
。
学
校
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
12

年
前
と
比
較
し
、
ど
う
変
化
し
た
か
。

教
育
長

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
な
ど
時
代
の
変

化
と
と
も
に
新
た
な
学
習
内
容
・
学
習

形
態
は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。「
何

を
学
ぶ
の
か
」「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
の

か
」そ
し
て「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
」を
子
ど
も
た
ち
が
議
論
し
、

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
考
え
学
ぶ
学
習
形

態
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

道
徳
教
育
の
現
状

質
問

同
じ
く
12
年
前
に
道
徳
教
育
の

質
問
を
し
た
。
近
年
若
者
の
詐
欺
犯
罪

等
が
多
発
す
る
中
、
犯
罪
を
起
こ
さ
な

い
、
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
な
教
育
を
。

教
育
長

道
徳
教
育
は「
特
別
の
教
科

道
徳
」と
な
り
、
教
科
化
さ
れ
ま
し
た
。

規
則
の
尊
重
や
生
命
の
尊
さ
、
伝
統
と

文
化
の
尊
重
な
ど
の
学
習
内
容
を
、
子

ど
も
た
ち
が
考
え
議
論
す
る
こ
と
で
、

正
し
い
判
断
力
や
正
し
い
行
動
が
と
れ

る
力
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

本市の南の玄関口として発展の
期待が高まる八木原駅周辺整備事業

昔の学習風景　二宮金次郎

未
来
を
担
う子

ど
も
た
ち
に
夢
を

笑
顔
あ
ふ
れ
る
渋
川
の
た
め
に

※プランニングコンペ：複数の提案から最適なプランを選ぶ競争形式の入札プロセス

福島　丘泰

須田　勝
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コンニャクの収穫風景

コ
ン
ニ
ャ
ク
の
価
格
低
迷
対
策

質
問

今
年
度
の
生
産
状
況
と
価
格
は
。

産
業
観
光
部
長

生
産
量
は
昭
和
村
に

続
き
第
２
位
と
な
っ
て
お
り
、
価
格
は

精
粉
の
在
庫
の
増
加
に
よ
り
10
年
間
で

約
４
割
値
下
が
り
し
て
い
ま
す
。

質
問

今
年
度
と
来
年
度
以
降
の
価
格

低
迷
対
策
や
取
り
組
み
は
。

産
業
観
光
部
長

今
年
度
は
認
定
農
業

者
へ
の
支
援
金
の
交
付
や
、
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

副
市
長

今
後
は
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
価
格

低
迷
へ
の
対
応
や
、
消
費
拡
大
の
た
め

の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
県
や
関

係
機
関
と
連
携
し
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

生
産
者
の
努
力
を
市
に
も
知
っ

て
ほ
し
い
。
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

副
市
長

生
産
者
の
努
力
を
し
っ
か
り

認
識
し
諸
課
題
の
解
決
や
施
策
の
推
進

を
図
る
と
と
も
に
、
機
構
改
革
に
よ
り

市
の
体
制
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

燃
料
費
の
高
騰
対
策

質
問

燃
料
消
費
が
増
大
し
て
い
る
施

設
園
芸
農
家
の
現
状
は
。

産
業
観
光
部
長

施
設
園
芸
農
家
は
ほ

か
の
農
家
と
比
べ
燃
料
費
高
騰
の
影
響

を
大
き
く
受
け
や
す
く
、
経
営
に
支
障

が
生
じ
て
お
り
、
厳
し
い
状
況
で
す
。

質
問

高
騰
す
る
燃
料
費
へ
の
助
成
は
。

産
業
観
光
部
長

令
和
３
年
度
に
施
設

園
芸
農
家
へ
上
限
10
万
円
の
補
助
を
行

い
、
令
和
５
年
度
に
価
格
高
騰
対
策
と

し
て
、
20
万
円
を
支
援
し
ま
し
た
。

質
問

令
和
７
年
度
に
向
け
、
コ
ン
ニ

ャ
ク
の
価
格
低
迷
対
策
と
燃
料
費
高
騰

対
策
へ
の
市
長
の
考
え
を
問
う
。

市
長

コ
ン
ニ
ャ
ク
を
は
じ
め
市
内
農

家
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。
引
き
続

き
、
国
や
県
、
関
係
機
関
と
連
携
し
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

各
種
調
査
委
員
会
報
告
の
対
応

質
問

硯
石
掘
り
起
こ
し
問
題
で
設
置

し
た
行
政
事
務
執
行
の
適
正
化
に
関
す

る
調
査
委
員
会
の
設
置
経
緯
と
結
果
は
。

総
務
部
長

硯
石
掘
り
起
こ
し
に
関
す

る
事
実
を
調
査
検
証
す
る
た
め
に
設
置

し
ま
し
た
。
再
発
防
止
に
関
し
、
職
員

の
研
修
、
働
き
か
け
対
応
制
度
の
整
備

な
ど
の
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

質
問

市
長
に
よ
る
市
民
の
個
人
情
報

流
出
に
関
し
設
置
さ
れ
た
調
査
第
三
者

委
員
会
の
設
置
目
的
と
結
果
対
応
は
。

総
務
部
長

設
置
目
的
は
市
長
記
者
会

見
の
内
容
の
調
査
と
再
発
防
止
の
検
討

で
す
。
市
長
の
行
為
は
個
人
情
報
保
護

条
例
第
３
条
第
２
項
の
責
務
に
違
反
し

た
行
為
と
の
判
断
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

質
問

髙
木
市
政
２
期
８
年
間
で
議
会

が
３
度
に
わ
た
り
設
置
し
た
市
長
に
関

す
る
百
条
委
員
会
の
市
政
へ
の
影
響
は
。

市
長

市
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
市
を
発
展
さ
せ

て
い
く
と
い
う
思
い
で
、
日
々
適
切
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

適
正
な
事
務
執
行

質
問

市
長
に
よ
る
個
人
情
報
漏
え
い

に
対
し
、
議
会
は
全
員
一
致
で
市
長
の

辞
職
を
勧
告
し
た
。
責
任
の
取
り
方
を

辞
職
で
な
く
給
料
減
額
と
し
た
理
由
は
。

市
長

辞
職
勧
告
を
重
く
受
け
止
め
、

自
ら
給
料
削
減
を
行
い
、
責
任
を
取
り

ま
し
た
。
そ
の
上
で
市
長
と
し
て
市
政

へ
の
責
任
を
果
た
し
て
い
る
も
の
で
す
。

質
問

市
長
の
発
言
や
市
政
運
営
に
よ

り
、
防
災
専
門
員
、
市
議
会
議
員
、
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
、
多
く
の
市
職
員

等
が
辞
職
し
た
。
ど
う
感
じ
て
い
る
か
。

市
長

退
職
は
ご
本
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
に
応
じ
判
断
さ
れ
た
も
の
で
、
私

の
発
言
に
よ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

歴史的価値のある硯石

髙
木
市
政
２
期
８
年
の
総
括

農
業
者
に
支
援
を

後藤　弘一

田邊　寛治
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生
活
道
路
の
整
備

質
問

北
橘
町
の
小
室
上か
み
な
つ
め
く
ぼ

棗
久
保
地
区

は
緊
急
車
両
の
出
入
り
が
難
し
く
、
西

側
へ
移
動
す
る
生
活
道
路
も
な
い
。
住

民
は
道
路
改
良
事
業
を
待
ち
望
ん
で
い

る
。
全
体
計
画
と
今
後
の
対
応
は
。

建
設
交
通
部
長

全
体
計
画
の
延
長
は

93
ｍ
で
す
。
令
和
７
年
度
に
盛
土
工
事

に
着
手
し
、
そ
の
後
、
側
溝
工
事
や
舗

装
工
事
を
実
施
の
上
、
完
了
し
ま
す
。

真
壁
調
整
池
の
カ
ワ
ウ
の
環
境
問
題

質
問

ふ
ん
や
鳴
き
声
等
の
生
活
環
境

被
害
で
地
域
住
民
は
疲
弊
し
て
い
る
。

対
応
の
経
緯
や
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市
民
環
境
部
長

市
・
県
・
東
京
電
力
・

地
元
自
治
会
の
４
者
協
議
の
末
、
周
辺

樹
木
を
伐
採
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

伐
採
後
も
引
き
続
き
県
と
観
察
等
を
行

い
必
要
に
応
じ
対
策
を
講
じ
ま
す
。

高
齢
者
の
就
労
支
援

質
問

市
内
の
シ
ニ
ア
世
代
の
就
労
支

援
の
取
り
組
み
状
況
は
。

産
業
観
光
部
長

渋
川
す
こ
や
か
プ
ラ

ザ
内
の
内
職
相
談
窓
口
で
の
対
応
の
ほ

か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
渋
川
の
生
涯
現
役

支
援
窓
口
な
ど
に
つ
な
い
で
い
ま
す
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー

質
問

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
、
ま
た
、

順
守
義
務
を
ど
う
定
め
て
い
る
の
か
。

情
報
防
災
部
長

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
基
準
と
同
実
施
手
順
に
基
づ
き
管

理
し
、
順
守
義
務
は
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
基
本
方
針
に
規
定
し
て
い
ま
す
。

道
路
陥
没
事
故
を
踏
ま
え
て

質
問

八
潮
市
の
陥
没
事
故
を
踏
ま
え
、

下
水
道
管
の
点
検
や
老
朽
化
の
現
状
は
。

上
下
水
道
局
長

管
路
が
敷
設
さ
れ
て

い
る
道
路
の
状
況
や
マ
ン
ホ
ー
ル
の
点

検
を
実
施
し
ま
し
た
。
老
朽
管
の
更
新

に
つ
い
て
も
順
次
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

小
中
学
校
や
保
育
園
等
の
施
設

で
水
道
水
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
検
査
を
す
べ
き
。

ま
た
、
自
宅
周
辺
の
水
道
水
の
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
濃
度
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

検
査
箇
所
の
増
設
と
公
表
を
求
む
。

上
下
水
道
局
長

水
質
の
さ
ら
な
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
強
化
と
し
て
、
検
査
箇
所

を
小
中
学
校
や
保
育
所
等
、
計
10
カ
所

に
増
や
し
、
毎
月
実
施
し
公
表
し
て
い

く
計
画
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
検

査
箇
所
の
増
設
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

要
望
等
を
聞
き
な
が
ら
、
早
急
に
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
の
抜
本
的
な
対

策
は
い
つ
ま
で
に
ど
う
実
施
す
る
か
。

上
下
水
道
局
長

現
在
、
基
本
計
画
を

作
成
中
で
あ
り
、
代
替
水
源
に
変
更
す

る
案
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
全
体
の
工

事
期
間
と
し
て
は
、
４
年
か
ら
５
年
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

質
問

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
か
ら
子
ど
も
た

ち
を
守
る
た
め
に
浄
水
器
購
入
の
補
助

制
度
を
求
め
る
。

副
市
長

ま
ず
は
、
検
査
回
数
、
地
点

を
大
幅
に
増
や
し
、
そ
の
数
値
を
公
表

し
て
市
民
の
不
安
解
消
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
上
で
、
基
準
値
を
超
え
る

な
ど
浄
水
器
設
置
の
必
要
性
が
生
じ
た

際
は
、
速
や
か
に
対
応
を
行
い
ま
す
。

市
の
子
育
て
施
策
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

質
問

市
の
子
育
て
施
策
は
、
国
や
県・

他
市
と
比
較
し
て
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

頑
張
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
積
極
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

育
都
推
進
部
長

市
こ
ど
も
計
画
の
理

念
と
し
て
掲
げ
る「
こ
ど
も
が
幸
せ
を

感
じ
な
が
ら
成
長
し
、
地
域
全
体
で
子

育
て
の
喜
び
を
実
感
で
き
る
ま
ち
渋

川
」の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
力
を

緩
め
ず
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
ま
す
。

生活環境被害が出ている
カワウのコロニー

市
民
生
活
に
か
か
わ
る

道
路
・
環
境

水
道
水
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
の

監
視
体
制
の
強
化
を

子どもたちに安全な水を

加藤　幸子

田村なつ江
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女性も若者もライフステージに合わせて
自分らしく輝けるまちを目指します

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略

質
問

若
者
・
女
性
の
転
出
超
過
の
要

因
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

総
合
戦
略
部
長

若
者
は
進
学
や
就
職

な
ど
、
若
年
女
性
は
県
外
へ
の
就
職
や
、

就
職
先
の
選
択
肢
の
多
さ
な
ど
か
ら
東

京
都
市
圏
へ
の
転
出
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

質
問

若
者
・
女
性
が
働
き
た
い
産
業

の
誘
致
が
転
出
超
過
対
策
と
し
て
有
効

で
あ
る
と
考
え
る
。
市
の
考
え
は
。

副
市
長

働
き
方
を
自
由
に
選
択
で
き

る
環
境
の
整
備
は
、
転
出
超
過
解
消
に

不
可
欠
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

踏
ま
え
産
業
誘
致
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

質
問

男
女
が
お
互
い
の
心
身
の
違
い

を
理
解
す
る
こ
と
は
、
心
の
健
康
の
観

点
か
ら
重
要
で
あ
る
。
違
い
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
市
の
考
え
は
。

副
市
長

ホ
ル
モ
ン
の
変
化
に
よ
る
女

性
特
有
の
身
体
の
変
化
な
ど
互
い
の
性

差
の
違
い
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
取

り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

市
の
行
政
改
革
に
向
け
て

質
問

市
職
員
の
働
き
や
す
さ
が
生
産

性
向
上
に
重
要
。
カ
ス
ハ
ラ
対
策
に
名

札
の
記
載
を
名
字
の
み
に
す
る
等
、
働

き
や
す
い
環
境
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

総
務
部
長

名
札
の
表
記
を
名
字
の
み

と
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
公
務
能
率
向
上

に
向
け
快
適
な
服
装
で
業
務
を
行
う
こ

と
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

質
問

職
員
が
市
の
計
画
等
を
理
解
し
、

組
織
的
に
自
走
し
て
い
く
こ
と
が
職
員

の
働
き
が
い
や
生
産
性
向
上
に
重
要
。

体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
は
。

副
市
長

職
員
一
人
一
人
が
置
か
れ
た

立
場
や
職
責
を
自
覚
し
、
市
民
の
た
め
、

市
の
発
展
の
た
め
に
、
自
発
的
に
力
を

尽
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
組
織
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
道
17
号
渋
川
西
バ
イ
パ
ス
整
備

質
問

事
業
の
概
要
と
今
後
の
計
画
は
。

建
設
交
通
部
長

旧
あ
じ
さ
い
公
園
入

口
交
差
点
か
ら
金
井
Ｉ
Ｃ
交
差
点
ま
で

の
区
間
、
約
１
・
９
㎞
を
国
が
事
業
を

進
め
て
お
り
、
令
和
７
年
度
中
の
完
成

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

質
問

開
通
後
は
交
通
量
増
が
予
想
さ

れ
る
。
周
辺
市
道
の
交
通
安
全
対
策
は
。

建
設
交
通
部
長

バ
イ
パ
ス
開
通
後
の

状
況
や
実
態
を
確
認
し
、
地
元
自
治
会

と
連
携
し
な
が
ら
安
全
対
策
を
講
じ
て

い
き
ま
す
。

国
道
17
号
中
村
交
差
点
の
立
体
化

質
問

事
業
の
概
要
と
今
後
の
計
画
は
。

建
設
交
通
部
長

慢
性
的
な
渋
滞
を
緩

和
す
る
た
め
、
国
が
立
体
化
工
事
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
道
路
中
央
部

の
基
礎
杭
打
ち
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、

順
次
関
連
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

質
問

事
業
に
伴
い
、
木
村
ス
ト
ア
ー

前
、
蔵
屋
前
、
渋
川
食
堂
前
の
信
号
機

の
撤
去
を
住
民
は
懸
念
し
て
い
る
が
。

建
設
交
通
部
長

道
路
管
理
者
で
あ
る

国
や
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
既
設
の

信
号
機
を
撤
去
す
る
予
定
は
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

県
道
高
崎
渋
川
線
道
路
改
良
工
事

質
問

事
業
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

建
設
交
通
部
長

県
道
高
崎
渋
川
線
は
、

県
が
事
業
主
体
と
な
り
実
施
し
て
い
る

事
業
で
す
が
、
令
和
５
年
度
末
か
ら
は
、

群
馬
県
と
共
に
用
地
交
渉
に
着
手
し
、

用
地
買
収
を
進
め
て
い
ま
す
。

質
問

地
元
住
民
は
信
号
機
や
横
断
歩

道
の
撤
去
を
懸
念
し
て
い
る
が
。

建
設
交
通
部
長

県
が
警
察
と
協
議
し

た
結
果
、
横
断
歩
道
は
撤
去
と
新
設
す

る
箇
所
が
あ
り
、
信
号
機
の
撤
去
は
な

い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

着々と進む渋川西バイパス工事
（入沢地区）

道
路
整
備
に
お
け
る

国
・
県
の
動
向

持
続
可
能
な
渋
川
を
創
ろ
う

中澤　功史

茂木　弘伸
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子育て支援 職員の待遇改善を

子
持
公
民
館
の
増
築

質
問

12
月
議
会
で
当
事
業
を
進
め
る

旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
令
和
７
年
度

予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
か
。

総
務
部
長

現
在
検
討
を
進
め
て
い
る

行
政
セ
ン
タ
ー
と
公
民
館
の
機
能
統
合

の
方
向
性
を
踏
ま
え
て
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
た
め
で
す
。

質
問

建
設
予
定
額
は
約
３
億
８
０
０

０
万
円
だ
が
、
合
併
特
例
債
の
活
用
で

国
か
ら
約
２
億
５
０
０
０
万
円
の
交
付

税
が
入
り
、
市
の
実
質
負
担
額
は
約
１

億
３
０
０
０
万
円
と
な
る
。
活
用
条
件

の
令
和
７
年
度
末
の
完
成
は
可
能
か
。

副
市
長

令
和
７
年
度
を
目
途
に
、
行

政
セ
ン
タ
ー
と
公
民
館
の
統
合
を
進
め

て
い
ま
す
。
そ
の
方
向
性
が
決
ま
り
次

第
、
順
次
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

質
問

当
事
業
は
行
政
セ
ン
タ
ー
と
の

統
合
を
理
由
に
数
年
間
放
置
さ
れ
た
。

合
併
特
例
債
が
活
用
で
き
な
い
と
国
か

ら
の
多
額
の
交
付
税
を
失
う
が
見
解
は
。

副
市
長

合
併
特
例
債
の
活
用
期
限
を

十
分
考
慮
し
た
上
で
事
業
実
施
の
判
断

を
行
っ
て
お
り
、
本
事
業
を
放
置
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

有
馬
地
区
水
源
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
応

質
問

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
含
ま
れ
る
水
道
水

を
飲
む
こ
と
は「
安
心
」と
言
え
る
か
。

副
市
長

基
準
値
内
で
す
が
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
不
安
に

対
応
す
る
た
め
、
ま
ず
は
検
査
回
数
、

地
点
を
大
幅
に
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
抜
本
対
策
と
し
て
、

水
源
へ
の
除
去
フ
ィ
ル
タ
ー
設
置
と
、

代
替
水
源
に
県
央
第
二
水
道
の
検
討
を
。

副
市
長

提
案
の
対
応
は
多
額
の
費
用

と
時
間
が
か
か
る
た
め
、
市
で
は
抜
本

的
な
対
応
と
な
る
代
替
水
源
へ
の
切
り

替
え
を
一
日
も
早
く
進
め
て
い
き
ま
す
。

質
問

高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
補
助
は
、

共
産
党
市
議
団
が
繰
り
返
し
要
望
し
事

業
が
開
始
さ
れ
た
。
購
入
補
助
の
実
績

と
、
補
助
の
要
件
緩
和
拡
充
の
考
え
は
。

福
祉
部
長

補
助
は
３
月
10
日
現
在
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
補
助
額
３
万
円
が

35
件
、
課
税
世
帯
補
助
額
２
万
円
が
42

件
で
、
合
計
77
件
、
１
８
９
万
円
で
す
。

所
得
制
限
が
な
く
利
用
し
や
す
い
制
度

と
し
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
他
市
の

動
向
に
も
注
視
し
ま
す
。

副
食
費
を
無
償
に

質
問

国
に
よ
り
幼
児
教
育
・
保
育
料

が
無
償
化
さ
れ
た
が
、
副
食
費
は
実
費

徴
収
と
な
っ
て
い
る
。
市
独
自
の
施
策

で
無
償
化
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

育
都
推
進
部
長

市
独
自
の
子
育
て
支

援
に
取
り
組
む
中
で
、
経
済
的
な
支
援

だ
け
で
は
な
く
、
安
心
し
て
子
育
て
の

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
も

重
要
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
副
食

費
支
援
の
拡
充
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

保
育
士
不
足
解
消
に
独
自
補
助
を

質
問

保
育
士
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
。

人
材
確
保
対
策
に
市
独
自
の
処
遇
改
善

策
が
必
要
と
考
え
る
が
補
助
の
考
え
は
。

育
都
推
進
部
長

深
刻
な
保
育
士
不
足

を
解
消
す
る
た
め
、
民
間
施
設
で
働
く

保
育
士
に
市
独
自
の
手
当
を
支
給
す
る

と
と
も
に
、
新
採
用
保
育
士
へ
の
奨
学

金
の
返
済
支
援
や
、
人
材
派
遣
会
社
を

活
用
し
た
採
用
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

生
活
環
境
の
整
備

質
問

赤
城
町
津
久
田
に
あ
る
六
万
農

村
公
園
の
水
車
の
修
理
・
改
修
計
画
は
。

建
設
交
通
部
長

現
時
点
で
は
、
根
本

的
な
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
全
体

の
公
園
等
類
似
施
設
の
統
廃
合
の
中
で

考
え
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
応
急
的
な

対
応
に
つ
い
て
は
検
討
し
ま
す
。

行幸田・古巻地区へ給水される有馬配水池
検出されるPFASは安心安全と言えるか？

高
齢
者
補
聴
器
購
入
費

補
助
の
要
件
緩
和
拡
充
を

行
政
は
市
民
生
活
の

安
心
安
全
の
た
め
に

角田　喜和

埴田　裕之


